
ヒロハノコウガイゼキショウの変種で、頭花の花が多数密集し、蒴果は花被片より少し長い。

確認されていた生育地のほとんどで消失し、現存は1ヶ

所でしか確認されていない。2020年版での新規掲載
種。

河川改修工事などの際の配慮が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、宝塚市、三田市、猪名川町、豊岡市、丹波市

■ 国内分布

本州（中部以北）

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

イグサ科

兵庫県ランク…タマコウガイゼキショウ
環境省ランク… －Juncus  diastrophanthus  Buchenau var. togakusiensis  (H.Lév.)
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